
1

2

3

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

4
(1)

(2)
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第一主成分は海域全体でみた水温の高低を表し、第二主成分は水温の鉛直分布の仕方を表すとみなした。

各クラスターを説明変量とする主成分分析を行った。この結果、固有ベクトルの係数は、第一主成分では全層
で同符号、第二主成分では表層と深層で符号が逆になった。

福島県海域の観測定線上における水温鉛直分布が主成分スコアで表現できるようになった。

担当者

第二主成分スコアと、これに対応する実際の水温偏差分布を比較すると、スコアの大小により水温分布が鉛直
混合型から中間型、成層分布型と変化することが分かった。

図　主成分スコアによる水温鉛直分布構造の把握の例
　　　　　　　（データは2008年、富岡定線）

福島県周辺海域の海況予測は海水温の水平分布予測を中心になされており、他水深層の変動を反映しきれてい
ない。全水深層を網羅する、より精度の高い海況予測手法の開発に向け、海洋観測各定線の水温データについて
主成分分析を用いて解析を行った。

クラスター解析により、各観測定線の表面から400m深までの水温データを10群に区分した。

水温：高い水温：低い

鉛直混合型

成層分布型

２月３月

４月

１月

５月

１１月６月

１０月

１２月

７月
８月

９月

X軸：第１主成分
（全体の水温の高低）

（
水
温
分
布
型
）

Y
軸
：
第
２
主
成
分

141-05E 141-30E 142-00E

100m

200m

300m

400m

4

5
6

8

10

128

２月

141-05E 141-30E 142-00E

100m

200m

300m

400m

4

5
6

8

10

12

24 23

９月


